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ＭＸ－６０００ＣＴＩアダプターによる

着信お待たせ動作【パラメータ自動動作編

着信に対し指定された時間内に後位ＰＢＸが応答しない場合、後位ＰＢＸへの呼出しを継

ＭＸ－６０００が自動応答し、お待たせの案内メッセージを再生します。

後位ＰＢＸが着信応答後は、網側との双方向通話に切替わります。

●制御用ＰＣアプリケーションは不要で、ＭＸ－６０００単体で動作します。

●ＩＮＳ１５００回線、ＩＮＳ６４（Ｕ点、Ｓ/Ｔ点）回線、アナログ回線に対応しま

＊ＩＮＳ１５００は最大２回線（４６ｃｈ）、ＩＮＳ６４は最大３０回線（６０ｃｈ）、アナログは

＊アナログ回線の場合は、別途アナログ内線ボードが必要となります。

＊ＩＮＳ回線、アナログ回線の混在が可能です。（トータル６０ｃｈ以内）

＊ＩＮＳ回線の任意チャネル着信サービスには対応していません。

●お待たせ動作仕様でご注文いただいた場合には、お待たせ用パラメータ設定および案内

みで出荷いたしますので直ぐに運用可能です。

＊お客様にて案内音声を作成・登録する事も可能です。

＊案内音声はＭＸ－６０００本体内のフラッシュメモリーに保存されます。

●複数回線着信となった場合でも案内音声は先頭から再生されます。

●指定されたダイヤルイン番号での着信のみお待たせ動作を実行する事が可能です。（

【標準登録音声】 ＊お待たせ動作仕様でご注文いただいた場合

●第１音声：「お電話ありがとうございます。 只今電話が大変混み合っております

お繋ぎしますので、このままでお待ちください。」

●第２音声：「大変お待たせしております。もうしばらくお待ちください。」

●第３音声：「大変お待たせいたしました。電話をお繋ぎします。それではどうぞ。」

＊第３音声は本体内に登録されていますが、出荷時設定では再生されま

＊再生する設定とした場合、ＩＮＳ回線ではＰＢＸ側にも聞こえます。
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ＭＸ－６０００は以下のパラメータ設定の内容に従い動作します。

※パラメータ設定の変更は、ＰＣより行います。

※パラメータ設定ツールは、添付のセットアップディスクよりインストールします。

●基本動作設定

お待たせ動作を実行する為に必要な基本設定です。

※お待たせ動作仕様でご注文いただいた場合には下記設定済みにて出荷いたします。

・チャネル別設定－接続制御(2)－着信音声案内動作＝お待たせ動作

・チャネル別設定－IVR 共通－自動応答動作＝パラメータ動作

・チャネル別設定－I64/1500(1)－動作モード設定＝擬似スルーモード ＊INS回線のみ

・チャネル別設定－I64/1500(1)－端末動作を使用＝ＯＮ ＊INS回線のみ

●お待たせ動作設定

お待たせ動作に関する設定です。

チャネル別設定－接続制御(2)－■着信お待たせ で設定します。

※以下の出荷時設定値は、お待たせ動作仕様でご注文いただいた場合の値です。

設定項目 説 明

①お待たせ応答時間 出荷時設定：１０秒 ＊10mS～655秒

着信に対しＭＸ－６０００がお待たせ応答するまでの時間を設定します。
設定時間内に後位ＰＢＸが応答しない時、ＰＢＸの呼出しを継続したままＭＸ－６０００が
着信応答します。

②第1音声番号 出荷時設定：１‐２‐３‐４ （半角）

お待たせ応答直後に再生する音声番号を設定します。音声番号は６個まで指定できます。
・音声番号１＝お電話ありがとうございます。（Wmv2100.wav）
・音声番号２＝只今、電話が大変混み合っております。（Wmv2101.wav）
・音声番号３＝お繋ぎしますので、（Wmv2102.wav）
・音声番号４＝このままでお待ちください。（Wmv2103.wav）

③第1再生中端末応答 出荷時設定：再生停止

第１音声再生中に後位ＰＢＸが応答した時の、再生停止の有無を設定します。
「再生停止」＝ ⑧Min 再生時間設定に従い再生停止し第３音声再生判定を実行します。
「再生終了待機」＝ 再生完了を待って第３音声再生判定を実行します。

④第2音声待機時間 出荷時設定：１０秒 ＊10mS～655秒

第１音声再生後、または第２音声再生後から次の第２音声を再生するまでの待機時間を設
定します。
※再生待機中は「⑨再生外の送出音」で指定された音を送出します。

⑤第2音声番号 出荷時設定：６‐７（半角）

第１音声再生後、一定時間（第２音声待機時間）後位端末が応答できない時の案内音声番
号を設定します。 第２音声を使用しない場合は、空白としてください。
・音声番号６＝ただいま呼び出しています。（Wmv1102.wav）
・音声番号７＝もうしばらくお待ちください。（Wmv2105.wav）

⑥第2再生中端末応答 出荷時設定：再生停止

第２音声再生中に後位端末が応答した場合の、再生停止の有無を設定します

「再生停止」＝ ⑧Min 再生時間設定に従い再生停止し第３音声再生判定を実行します。

「再生終了待機」＝ 再生完了を待って第３音声再生判定を実行します。

⑦第3音声番号 出荷時設定：空白 ＊再生されません

お待たせ動作中に後位端末が応答した時の案内音声番号を設定します。
第３音声用として以下が登録されています。
・音声番号８＝大変お待たせいたしました。（Wmv2106.wav）
・音声番号９＝電話をお繋ぎします。（Wmv2107.wav）
・音声番号１０＝それではどうぞ。（Wmv2108.wav）

■パラメータ設定
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⑧Min再生時間 出荷時設定：０秒 ＊10mS～655秒

第１再生中端末応答および第２再生中端末応答設定が「再生停止」となっている場合に有
効で、音声の先頭より設定された時間分は再生した後、再生停止します。
ＰＢＸ応答時において既に時間経過している場合は、即停止となります。
再生開始直後にＰＢＸが応答した時に即停止した場合、再生音がノイズのように聞こえる
事を防止する為の設定です。
ＰＢＸ応答時に即再生停止とする場合は、「０」を設定します。

⑨再生外の送出音 出荷時設定：呼出音

案内音声再生中以外の網側への送出音を設定します。
「呼出音」＝ＮＴＴ準拠のリングバックトーン（ＲＢＴ／４００Ｈｚ）を送出します。
「保留音」＝ＭＸ－６０００内部で持っている保留音を送出します。（１種類）
「外部音」＝ＭＸ－６０００オーディオ入力端子に接続された機器からの音を送出します。
「無 音」＝送出音は無音となります。

⑩送出音レベル 出荷時設定：５１（半角）＊０～６３ｄＢ

再生外の送出音を「呼出音」または「保留音」とした場合の送出レベルを設定します。
数値を大きくすると送出音も大きくなります。
＊再生音の送出レベルは「その他設置環境に依存する設定」を参照願います。

⑪第4音声番号 出荷時設定：１１‐１２‐１３（半角）

ＰＢＸ応答監視時間を設定している場合の呼出し時間オーバー、または後位ＰＢＸからの
切断により、呼出しが強制停止した時に再生する案内音声番号を設定します。
再生終了後後、ＭＸ－６０００より回線を切断します。
・音声番号１１：ただいま回線が混み合ってつながりにくくなっています。

（Wmv 1101.wav）
・音声番号１２：恐れ入りますが、しばらくしてからお掛け直しください。（Wmv1103.wav）
・音声番号１３：ありがとうございました。（Wmv1204.wav）

※ＰＢＸ呼出し時間の設定は、次頁「設置環境に依存する設定」を参照願います。
※アナログ回線では呼出し監視時間設定は有りません。よって呼出し時間オーバーによる
第４音声番号再生は実行されません。

⑫音声案内DI判定 出荷時設定：ＯＦＦ

ダイヤルイン番号によるお待たせ動作実行の制御を指定します。
「ＯＦＦ」＝全ての着信に対しお待たせ動作を実行します。
「ＯＮ」＝登録されたダイヤルイン番号での着信のみお待たせ動作を実行します。
※ダイヤルイン番号の登録
お待たせ動作を許可するダイヤルイン番号は、「システム共通」－「TEL(1)(2)」のTEL(2)

－ＣＨ３１～ＣＨ５０で指定します。（最大２０番号登録可能）

※お待たせ標準音声、お待たせパラメータ設定ファイルは添付のセットアップＣＤに格納されています。

「ＰＢＸ応答中の音声再生」

⑦第3音声番号を設定している場合や、③第1再生中端末応答、⑥第2再生中端末応答が再生停止設定で

且つ⑧Min 再生時間を設定して場合には、ＰＢＸ応答中にも音声が再生されます。

この時、INS64／INS1500回線ではＰＢＸ側にも再生音が聞こえますが、アナログ回線ではＰＢＸ側は無

音となります。



4

●設置環境に依存する設定

設置環境に応じて下記設定願います。

※以下の出荷時設定値は、お待たせ動作仕様でご注文いただいた場合の値です。

①動作モードの設定（アナログ回線のみ）

出荷時設定のスルーモニターでの運用が基本となりますが、ナンバーディスプレイ契約が必要なＣＴＩシ

ステムとの併用においてＰＢＸがナンバーディスプレイに対応していない場合にはアダプターモードに

します。

・アナ局(1)－動作モード設定＝ 「スルーモニターモード」＊出荷時設定

「アダプターモード」

②付加サービスの設定（アナログ回線のみ）

契約されている付加サービスを設定します。

・アナ局(1)－回線付加サービス＝ 「付加サービス無し」

「ナンバーディスプレイ」＊出荷時設定

「ＰＢダイヤルイン」

「モデムダイヤルイン」

※ナンバーディスプレイとモデムダイヤルインの両方を契約されている場合は、モデムダイヤルインと

してください。

③フッキング操作の設定（アナログ回線のみ）

通話中転送、キャッチホン等フッキング操作が有る場合に設定します。

・Ｃｈ別設定Ａ－アナ局(1)－フッキングサービス契約＝ 「フッキング操作無し」＊出荷時設定

「フッキング操作有り」

④再生音レベルの設定

お待たせ案内音声の再生レベルを回線種別単位で設定します。

【アナログ回線】 アナ局(2)－再生音レベル ＝

【 ＩＮＳ回線 】 I64/1500 (2)－再生音レベル＝

「１～６３」＊出荷時設定＝４２

「１～６３」＊出荷時設定＝４２

※６３が最大音量となります。

⑤ＰＢＸ呼出し時間の設定（ＩＮＳ回線のみ）

ＰＢＸの呼出し制限時間を設定します。 お待たせ応答時より監視開始となります。

設定時間を経過した場合、第４音声再生後、回線を切断します。

Ｃｈ別設定Ａ－I64/1500(3)－CD_T11＝ ０～２５５×10秒 ＊出荷時設定＝０（無制限）

※アナログ回線は無制限となります。
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着信に対するＭＸ－６０００の動作は以下となります。

※フロー内の①～⑦の数字は「パラメータ設定」項に記載されていますパラメータ番号です。

■動作フロー

着 信

PBX応答？ YES (PBX着信応答)

YES

NO

【ＰＢＸ内線電話機ベル鳴動】

MX-6000着信応答

②第１音声再生

時間経過？

⑤第２音声再生

NO

YES

【平行処理】

④第2音声待機時間セット

NO

PBX応答？ YES

NO 

③⑥再生中の処理設定
・再生停止
（⑧Min再生時間）

・全再生後停止

NO

YES

第2音声有？

第3音声有？

⑨再生外の送出音を送出
・ＲＢＴ(400Hz) 
・メロディ
・外部ｵｰﾃﾞｨｵ入力音
・無音

⑦第3音声再生

YES

ＰＢＸ通話

音声再生中？

⑨再生外の呼出音

停止

YES

①応答監視時間SET

時間経過？

NO

NO

＊出荷時=１０秒

【お待たせ案内開始】

【電話応答】

＊出荷時=１０秒

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ番号

設定番号

設定番号以外

お待たせ動作実行しない

⑫音声案内DI判定？

YES

NO

NO 呼出し制限？

YES

第4音声有？

YES

⑪第4音声再生

▽
回線切断

NO

Ａ

Ａ

【内線電話機ベル鳴動中】

ＰＢＸ通話中処理へ

INS回線？
NO

YES

ＰＣに「着信中断」通知

ＰＣに「通話開始」通知

相手放棄？

NO

YES
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お客様にてオリジナル音声を作成しＭＸ－６０００に登録する事が可能です。

基本的には音声の録音・登録は、標準添付の「音声データ作成ユーティリティ」を使用しますが、録音に関

しましては、他社製の録音ソフトを使用する事も可能です。

※「音声データ作成ユーティリティ」の使用方法は「音声データ作成ユーティリティ・オンラインヘルプ」

を参照願います。 ※ＭＸ－６０００へ登録可能な音声の合計時間は「約４８秒」ですのでご注意願います。

１）音声録音

最初にＭＸ－６０００に登録する為の音声を録音し、ファイル化する必要があります。

登録可能な音声形式は、WindowsのWAVE形式「8bitμ-LAW、サンプリング周波数8kHzモノラル」です。

「音声データ作成ユーティリティ」を使用して録音された場合は自動的に上記形式となります。

※長い音声の場合には、分割して録音される事をお勧めいたします。 分割したままＭＸ－６０００に登録

後、パラメータ設定にて複数の音声ファイルを連続して再生する指定が可能です。

●音声データ作成ユーティリティによる録音

①ＭＸ－６０００のマイク端子からの録音

ＭＸ－６０００のマイク端子に市販のマイクを接続し録音します。

（ＰＣ用３．５φステレオミニプラグのコンデンサマイク等）

ＡＧＣ（オート・ゲイン・コントロール）機能が利用できますので最適なレベルでの録音が可能です。

但し、ＡＧＣの弊害により背景ノイズが目立つ場合がありますが、２）項の編集により修正が可能です。

本録音は、実装されている回線チャネルを使用します。 よって、運用中に録音する場合には着信が入

らない時間帯で行う等の注意が必要です。

※運用前の録音であれば電話回線を接続する必要はありません。

②ＰＣのマイク端子からの録音

ＰＣのマイク端子にＰＣ用マイクを接続し録音します。 ＭＸ－６０００との接続は不要です。

録音レベルはＰＣのマイクプロパティで調整しますが、標準添付の音声ファイルと同程度のレベルとな

るよう録音してください。 ＊ＭＸ－６０００のパラメータ設定により再生音量の調整は可能です。

●他社製録音ソフトによる録音

他社製の録音ソフトを使用しての録音、または専門のガイダンス製作会社に依頼される場合は、上記音声

形式にファイル化してください。 対応音声形式にファイル化出来ない場合は、WAVE ファイルまたは

WMA ファイルでしたら「音声データ作成ユーティリティ」で対応形式に変換可能です。

但し、高音質の音声データを変換しますと音質が劣化しますのでご注意願います。

２）録音音声の編集

「音声データ作成ユーティリティ」を使用し、録音済みの音声の編集が可能です。

無音部の削除、無音の挿入、および任意の位置への他の音声ファイルの挿入等が可能です。

３）ＭＸ－６０００への登録

「音声データ作成ユーティリティ」を使用し、作成した音声ファイルをＭＸ－６０００に登録します。

登録する音声ファイルを指定した際に「音声番号」が付与されますので、この音声番号をパラメータに設

定します。（第１音声番号～第４音声番号）

※既にＭＸ－６０００に登録されている音声の「一部のみ変更・追加」の場合でも部分登録はできません。

必ず変更の必要の無い音声ファイルも一括で登録する必要が有ります。

※ＭＸ－６０００への登録音声を弊社製「バージョン更新ツール」で書込み可能なファイルに保存する事

が出来ます。 バックアップ用として作成される事をお勧めいたします。

※運用中に登録音声を変更する場合は、発信・着信が無い状態で行ってください。

■音声の作成・登録
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１）アナログ回線

アナログ局線ボード/ＢＦ(WBD663)とアナログ内線ボード(WBD664)をセットで使用します。

【内線ボードの極性】

アナログ内線ボード(WBD664)のＴＥＬ端子のＬ１/Ｌ２極性は、以下となります。

網側のＬ１／Ｌ２極性と内線ボード出力のＬ１／Ｌ２極性は同一となるよう配線してください。

Ｌ１ Ｌ２

お待たせ案内中以外 網側の信号ダイレクト 網側の信号ダイレクト

お待たせ案内中（極反） －４８Ｖ 接地

●配線作業はＭＸ－６０００電源断状態にて行い、発信／着信が正常に動作する事を確認してください。

●お待たせ動作中は、ＭＸ－６０００内線ボードからの

直流供給／Ｒｉｎｇ信号に切替わります。

ＰＢＸの極性反転検出回線によってはＭＸ－６０００

とＰＢＸとのアース接続が必要となります。

正常に動作しない場合には、ＭＸ－６０００とＰＢＸを

アース接続してください。

※ＭＸ－６０００アナログ内線ボードから送出されるＩＲ

信号（Ｒｉｎｇ）は、網側からのＩＲ信号タイミングと

同期して出力されます。

■接 続

※網側の信号ダイレクト：アナログ局線ボード「端末」と内線ボード「OFTH」

を接続するモジュラーケーブル経由で、網側とＰＢＸ間は完全に直結状態となり

ます。 よって通話中のＭＸ－６０００電源断においても通話は保持されます。

アース端子

ＰＢＸ・主装置

アース端子

回線アース

MX-6000

PBX・主装置

アナログ回線

ローゼット

ＯＦＴＨ ＴＥＬ

端末Ａ 局線

※モジュラーケーブルは全てストレートをご使用願います。

※モジュラージャックは全てＲＪ１１となります。

アナログ内線ボード
（WBD664）

アナログ局線ボード/BF
（WBD663）

ＢＯＡＲＤ ＮＯ

※アナログ局線ボードのBOARD NO「０」と、
アナログ内線ボードのBOARD NO「８」が、
ペアとなります。（BOARD NO１は９とペア）

ローゼット

網側の信号

●お待たせ案内中以外は直結
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●ＬＥＤ表示

アナログ局線ボード/ＢＦの動作表示は標準動作と同じ仕様となりますが、アナログ内線ボードは標準とは異

なります。

表 示 アナログ局線ボード/ＢＦ アナログ内線ボード

緑点灯 待機中である事を表します。

局線と端末Ａジャックは直結となっています。

オフラインである事を表します。

ＯＦＴＨとＴＥＬジャックは直結となっています。

橙点滅 着信中（極反）である事を表します。 オンラインに切替わり、ＴＥＬジャックよりＲ

ｉｎｇ信号を送出中である事を表します。

この時、アナログ局線ボードはお待たせ案内を

実行中となります。

橙点灯 ＰＢＸ/主装置がオフフック（ＬＯＯＰ）してい

る事を表します。

＊モデム受信中／通話中／外線発信中

橙点灯は有りません。

アナログ局線ボード/BFが橙点灯中は、オフラ

インとなりＯＦＴＨとＴＥＬジャックは直結とな

っています。＊緑点灯

２）ＩＮＳ１５００回線

ＤＳＵとＰＢＸ間に挿入設置します。

※詳細は「設置工事マニュアル」または「取扱説明書」を参照願います。

■端子配置

ﾋﾟﾝ番号 名称 ＭＸ－６０００局側モジュラー ＭＸ－６０００端末側モジュラー

１ ＲＡ 局(DSU)から受信 端末へ送信

２ ＲＢ 〃 〃

４ ＴＡ 局(DSU)へ送信 端末から受信

５ ＴＢ 〃 〃

※接続ケーブルはツィスト線をご使用願います。（モジュラーピン番１と２、４と５のペア線）

ピン配列

1
2
4
5

1
2
4
5

RJ48 RJ48 
※一般的にはＭＸ－６０００とＤＳＵとの接続は、

ストレートケーブルを使用します。

ブ
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３）ＩＮＳ６４回線

ＩＮＳ６４の「Ｕ点接続」、「Ｓ/Ｔ点接続」のどちらにも対応します。

※詳細は「設置工事マニュアル」または「取扱説明書」を参照願います。

①Ｓ/Ｔ点接続

ＤＳＵまたはひかり電話ＧＷとＰＢＸ間に挿入設置します。

■端子配置

端子番号 機 能 ＤＳＵ端子名

３ 送信＋ ＴＡ

４ 受信＋ ＲＡ

５ 受信－ ＲＢ

６ 送信－ ＴＢ

①Ｕ点接続

網側とＰＢＸ間に挿入設置します。

株式会社ウィンテック

3
6
4
5

3
6
4
5

RJ45 RJ45
ストレートケーブル使用の場合

※Ｕ点接続用（WBD665には搭載されていません）

※局側と端末側とは別々のケーブルにて配線してください。


